
 

 

株式会社プレナス 2023 年 2月期第 3四半期の決算説明です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2023 年 2 月期第 3四半期決算のサマリーです。  

 

ウイズコロナの状況の中、当社グループは引き続き食のインフラ企業としてお客様の  

満足の実現と、お客様と従業員の安全を考慮した店舗運営を実施してまいりました。  

 

2023 年 2 月期第 3四半期累計の業績は 2期連続で増収、  

利益面は営業利益が 4期連続、四半期純利益が 3期連続で増益となりました。  

 

売上高はほっともっとの FC 化の進行による売上高の減少があったものの、  

既存店売上高の増加で増収となりました。  

営業利益は店舗経費の増加や原材料価格高騰の影響があったものの、  

既存店売上高の増加によって増益となりました。  

 

なお、経常利益の減少は助成金収入が減少したこと、  

四半期純利益の増加は連結子会社の吸収合併にともなう法人税等の減少が主な要因です。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2023 年 2 月期第 3四半期累計の業績です。  

 

売上高は 1,115 億 8,800 万円、45 億 9,300 万円の増収  

営業利益は 39 億 400 万円、6 億 6,500 万円の増益  

経常利益は 55 億 4,000 万円、7 億 6,500 万円の減益  

親会社株主に帰属する四半期純利益は 40 億 2,000 万円、5 億 6,300 万円の増益となりました。  

 

なお、経常利益の減少は助成金収入が減少したこと、  

四半期純利益の増加は連結子会社プレナス・エムケイの吸収合併にともなう法人税等の  

減少が主な要因です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

四半期別推移です。  

 

第 3 四半期は売上高が既存店売上高の増加により増収、  

営業利益は原材料価格の高騰やエネルギーコスト上昇等の影響を受けましたが、増益となりました。  

経常利益や四半期純利益の減少は助成金収入が減少したことが主な要因です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

当社におきましては、2023 年 2 月期第 1四半期より「収益認識に関する会計基準」を  

適用しております。  

 

お客様への商品やサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引のうち、  

お客様から受け取る対価の総額で収益を認識していたものは、お客様から受け取る対価  

の総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。  

例えば、自販機売上やマットリースなどです。  

 

また、当社店舗におけるディスカウントキャンペーン実施時に支給する協賛金につきまして、  

従来は販売費に計上しておりましたが、お客様に支払われる対価として売上高から減額 

する方法に変更しております。  

 

この結果、今までの会計処理と比較して 2023 年第 3四半期累計期間の売上高は  

6 億 1,400 万円減少、売上原価は 5億 9,200 万円減少し、売上総利益は 2,100 万円 

減少しています。 また、販管費は 2,100 万円減少しています。  

従いまして、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益に影響はありません。  

 

 

 

 

 

 



 

 

セグメント別の業績です。  

 

ほっともっと、その他は減収減益  

やよい軒、MK レストラン、海外は、増収、赤字幅縮小となりました。  

 

詳細につきましては後ほどご説明いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

助成金収入を含むセグメント利益です。  

 

時短協力金・雇用調整助成金を助成金収入として申請月ベースで営業外収益に計上しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

売上高の前年対比です。  

 

45 億 9,300 万円の増収となりました。  

 

ほっともっとの FC 化の進行による売上高の減少がありましたが、  

既存店売上高の増加等で増収となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

既存店売上高前年比の推移です。  

 

ほっともっとややよい軒は価格改定を実施しましたが、  

現時点では売上高に大きな影響がなく順調に推移しています。  

 

また、MK レストランにおきましては、9 月にグランドメニューをリニューアルしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

1 店舗あたりの既存店売上高を、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前と比較しています。  

 

ほっともっとは感染拡大前から好調に推移し、今期は 110％前後となっています。  

やよい軒は感染拡大の影響を大きく受けましたが、足もとでは 100％超えとなっています。  

MK レストランは 9 月のグランドメニューのリニューアル後は 90％程度まで回復しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

粗利率の推移です。  

 

第 3 四半期の粗利額や粗利率は既存店売上高の増加で前年同期実績を上回る結果となりました。  

 

引き続きグループ会社の活用などの生産体制の強化や、商材の見直し等によって  

粗利改善をすすめていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

営業利益の前年対比です。  

 

6 億 6,500 万円の増益となりました。 

 

原材料価格高騰やエネルギーコストの上昇等の影響がありましたが、  

既存店売上高が増加したことなどによるものです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ほっともっと事業です。  

 

減収減益となりました。  

 

既存店売上高が増加したものの、FC 化が進行したことによって減収。  

利益面につきましては、既存店売上高の増加や商品の見直しでコスト吸収を  

図りましたが、原材料価格の高騰や店舗経費の増加によって減益となりました。 

 

店舗数に関しましては、出店は新店舗モデル検証のため現時点では前年並みとなっています。  

また、前期よりも FC 化が進行しています。  

 

商品施策につきましては、引き続き、店内調理の活用によるつくりたててで温かい商品や、  

内製化商品を有効活用した商品によって他社との差別化を図っています。  

そして、UberEats や出前館といったデリバリーサービスやネット注文の売上は引き続き好調に  

推移しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ほっともっとの商品・販促施策です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ほっともっとグリルの商品・販促施策です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

やよい軒事業です。  

 

増収、赤字幅縮小となりました。  

 

原材料価格の高騰や店舗経費の増加の影響を受けましたが、既存店売上高が増加  

したことが主な要因です。  

 

商品施策につきましては、四季に合わせた展開や顧客ターゲットの明確化によって商品  

に付加価値をつけることで客層と利用機会の拡大を図りました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

やよい軒の商品・販促施策です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

MK レストラン事業です。  

 

増収、赤字幅縮小となりました。  

 

原材料価格の高騰や店舗経費の増加の影響を受けましたが、既存店売上高が増加  

したことが主な要因です。  

 

商品施策につきましては、9 月にグランドメニューをリニューアルしました。  

食材や本格的なスープにこだわったしゃぶしゃぶメニューと、幅広い年代に  

愛される飲茶メニューを主軸に、デザートやドリンク、ランチメニューなども一新しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

MK レストランの商品・販促施策です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

海外事業です。  

 

台湾やオーストラリア、アメリカの売上増加やロイヤリティの増加で増収、  

赤字幅が縮小しました。  

 

海外では現在、コロナ禍でも収益が見込めるビジネスモデルや地域特性に合わせた  

事業展開手法を検討しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

その他です。  

 

子会社のエムエスエフは、調味料や加工食品の OEM に加え、当社グループ店舗で  

使用する調味料等も開発しています。  

 

その他は増収減益となりました。  

売上高が増加したものの原材料価格が高騰したことが主な要因です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

B/S のサマリーです。 

  

総資産は 13 億 9,400 万円の増加となりました。  

減価償却や配当金の支払いがありましたが、利益が増加したことによるものです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ご説明は以上です。  

最後までご覧くださりありがとうございました。  

 


